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宮城県
みやぎけん

には、だいたい２万
まん

３０００人
にん

の外国人
がいこくじん

が住
すん

んでいます。県
けん

の

人口
じんこう

の１％ぐらいになります。 

宮城県
みやぎけん

の村井
むらい

嘉
よし

浩
ひろ

知事
ち じ

は、外国人
がいこくじん

がもっと住
す

みやすい県
けん

にしたいと思
おも

って

います。そのために、どんな手伝
てつだ

いをしたらいいか、２月
がつ

１８日
にち

、宮城県
みやぎけん

で

活動
かつどう

している外国人
がいこくじん

３人
にん

に 話
はなし

を聞
き

きました。 

 宮城
みやぎ

華僑
かきょう

華人
かじん

女性
じょせい

聯
れん

誼会
ぎかい

の梅
メイ

琴
チン

さん、宮城
みやぎ

アフリカ協 会
きょうかい

のアスィード

ウ・アイザック・ヤウさん、海外
かいがい

在 住
ざいじゅう

ネパール人
じん

協 会
きょうかい

日本
にほん

支部
し ぶ

（仙台
せんだい

）

のシュレスタ・ハリ・ゴパルさんです。県 庁
けんちょう

で知事
ち じ

と会
あ

いました。 

 シュレスタさんは「本当
ほんとう

は宮城
みやぎ

で 働
はたら

きたいですが、 働
はたら

く 所
ところ

がありませ

ん。それで、多
おお

くの人
ひと

がもっと大
おお

きい町
まち

へ行
い

ってしまいます」と話
はな

しまし

た。 

「外国人
がいこくじん

の子
こ

どもが、自分
じぶん

の国
くに

の言葉
ことば

を勉 強
べんきょう

できる 所
ところ

があるといいで

す」「宮城県
みやぎけん

が配
くば

るお知
し

らせにＱＲコードを付
つ

けて、外国語
がいこくご

で読
よ

むことができ

るようにしてほしいです」という意見
いけん

もありました。 



 村井
むらい

知事
ち じ

は「宮城県
みやぎけん

に住
す

んでいる外国人
がいこくじん

の生活
せいかつ

がどのくらい便利
べんり

になった

か、今
いま

はどんなことで困
こま

っているか、皆
みな

さんが一番
いちばん

分
わ

かっていると思
おも

いま

す。だから、宮城県
みやぎけん

をもっと良
よ

くするために、これからも一緒
いっしょ

に 考
かんが

えてくだ

さい」と話
はな

していました。 

 

 

 

村井
むらい

知事
ち じ

（手前
てまえ

の人
ひと

）に自分
じぶん

の 考
かんが

えを話
はな

す外国人
がいこくじん

たち 

                          「河北新報社提供」 



☆やってみましょう 

文
ぶん

を読
よ

んで、正
ただ

しいものに〇、正
ただ

しくないものに×を書
か

いてください。 

 ①（  ）宮城県
みやぎけん

に住
す

んでいる外国人
がいこくじん

は、人口
じんこう

の１％ぐらいです。 

 ②（  ）宮城県
みやぎけん

では、多
おお

くの外国人
がいこくじん

が 働
はたら

くことができます。 

 ③（  ）宮城県
みやぎけん

のお知
し

らせを日本語
に ほ ん ご

で読
よ

むのは、外国人
がいこくじん

には難
むず

しいです。 

 ④（  ）外国人
がいこくじん

が今、どんなことで困
こま

っているか、知事
ち じ

は分
わ

かっています 

 

☆書
か

きましょう 

 村井
むらい

知事
ち じ

は、宮城県
みやぎけん

を外国人
がいこくじん

も    やすい   にしたいです。それで、  

 宮城県
みやぎけん

で     している３人
にん

の      から 話
はなし

を   ました。  

 知事
ち じ

は、宮城県
みやぎけん

をもっと    するために、これからも一緒
いっしょ

に     

 ほしいと話
はな

しました。 

 

☆話
はな

しましょう 

 １．あなたが日本
にほん

に来
き

たとき、どんなことで困
こま

りましたか。 

    

 ２．外国人
がいこくじん

が日本
にほん

で生活
せいかつ

するために、どんなことが良
よ

くなると便利
べんり

ですか。 


